
荒れるマーケット
伝統的なポートフォリオは機能した？

ト

■ 図表1  各ポートフォリオとS&P500に投資した場合の
 パフォーマンスの推移   （2020年5月=100）

■ 図表2  リスクリターン特性  （過去5年間）

（出所）Bloombergのデータをもとに当社作成

※1 図表１、２はインデックスファンドの月次パフォーマンスデータ（2020年5月～2025年4月）をもとに作図、算出。株式は世界株式、債券は先進国国債の円ベース、金は国内金価格、
リートはJリートに連動するファンドのデータに基づく。ただし取引コストは考慮していないため、実際の取引結果とは異なる

※２ 最大下落率は保有期間におけるワーストケース（その時点までの最高値からの下落
率が最大のもの）

ランプ政権の動きに一喜一憂する展開のマーケット。
分散投資が真価を発揮する局面と言えるだろう。今月
はいくつかの伝統的なポートフォリオを使って、その効
果を確認してみよう。今回取り上げた3つの手法の過去

5年間のパフォーマンスは、米国株のみに投資した場合よりも劣るが、
ブレが少なく、最大下落率も抑制されている。もちろん、ここで取り上
げたような単純な分散投資だけではなく、各資産の期待リターンや想
定リスクに基づいてより多くの資産に分散することで、より強固なポー
トフォリオを構築することも可能だ。
　自分にリスク許容度がどの程度あるのかは実際に経験しないと分か
らないとも言われるが、マーケットの下落に対し平常心を保つのは案外
難しい。当面は神経質な展開が続きそうなマーケット。この機会にポー
トフォリオの構築について考えてみてはどうだろうか。
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株式に60%、債券に40%の比率で投資する。
ポートフォリオ運用の基本形とも言われる。

A  60:40 ポートフォリオ

保守的なポートフォリオとして知られるも
ので、株・債券・金・現金に均等投資を行う。

B   永遠 のポートフォリオ

本来は財産を有価証券・現金・不動産の3つ
に分けて管理するという手法だが、これを
金融商品に置き換えて、株、債券、リートに
均等配分するポートフォリオ。

C   財産3分法
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